
院生会員および若手正会員･准会員（修了後15年未満）の皆様 

母校（大学院）は、専門知識の深化（学部で学んだ知識をさらに深め、特定の分野 に
おける専門性を高める）、研究者の養成（基礎研究の中心として、学術研究を推進 し、高
度な専門的能力を持つ人材を育成）、キャリアの向上（将来的なキャリアにお いて、より
高い専門性やスキルを求められる職業に就くための準備）であり、これら の人間形成過程
において、無くてはならない重要な最高教育・研究機関です。 

この最高教育・研究機関である大学院在籍期間において、他分野（研究科）の院生 (交
友）との交流もなく、学位授与式（修了）と共に、母校との関係（恩師とのつな がり、
先輩とのつながり、同期とのつながり、後輩とのつながり）を断ち切ってしま うことは
人生において大きな損失です。このつながり（博修士会活動）はお金では手に入らない
人財（宝物）です。母校愛で結ばれたつながりは、お互いのパワーの授受 (絆）により、
人生の様々な困難にも立ち向かえる大きな味方となります。 

作年度より関西大学校友会組織特別活動助成制度が発足し、この活動助成金を活用した、
若手会員が博修士会総会・学術講演会・懇親会に、参加費（7,000円）負担なしで参加いた
だける機会を企画しました。目的は、多くの若手会員に理事⾧，学⾧， 校友会会⾧などが
ご出席される博修士会総会・学術講演会・懇親会に参加していた だき、分野・世代・国境
を越えた博修士会の事業活動内容（「総会」•「学術講演会」• 「懇親会」、「会報」•「レ
ター」発行、「院生合同学術研究ポスター発表大会」共催、 「校友会ホームカミングデー
•スプリングフェスティバル」出展･広報参加、学位記授与式 「博修士会賞」表彰など)を知
っていただき、伝統を守りながら、若手会員の意見が 反映され、気兼ねなく活動・交流で
きる大学院校友会組織に発展させることです。 若手会員の皆様（現役院生、修了後15年未
満の正会員•准会員）には、是非ともこ の機会に、関西大学大学院への母校愛•会員間の絆
を大事にする関西大学博修士会の 活動状況を内部から見ていただき、ご理解いただいた
上で、博修士会の将来の幹部 (理事）候補となっていただき、関西大学博修士会を若返ら
せて、さらに発展させて いただきたいと心から願っています。 

2026年度は9月27日(日)（9月26日（土）院生合同学術研究ポスター発表大会の翌日）
に、総会（13:00～14:00）会場：千里山キャンパス岩崎記念館F 401 に於いて、 
・学術講演会（14:00～15:00）会 場 ： 講 師 ： ロ ー ベ ル ト ・ F ・ ヴ ィ ッ トカンプ文
学部教授演題：「ドイツ文学・日本文学など現在文学理論について） 
・懇親会（15:30～17:00 ）会場：レストランCAPE COD)を企画しています。 
懇親会 の参加だけでも学術的人脈が広がり価値あるものとなると確信しています。 
多くの 院生に参加いただけることを心から願っています。 

予約の関係上、メールにて参加締切 2026年9月10日（木）までに博修士会総務部へ下記の
QRコードからの参加申込と次ページの校友会の申込書を本会に送り、手続きをお願いし
ます。申請された場合、校友会向けの参加報告が必要です。 

 修 士 会 総 務 部 ⾧ ： 中 原 kandaimd@muse.ocn.ne.jp  
渉 外 部 ⾧： 村 中 muranaka@kansai-u.ac.jp 
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